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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・グループ内研修のお知らせ

　日　時：10/16(木)17(金)17：15～17：45　　　　　　　 日時：10/15　17：15～17：45
場　所：病院２Ｆ会議室　　　　　　　　　　　　　　　場所：2階会議室
テーマ：疾病教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象：看護上級スタッフ
対　象：看護新人・初級・中級　　　　　　　　　　　　テーマ：地域との連携
講　師：加藤ＭＮＳ　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：小林ＳＧＭ
・平成26年度 秋の健康診断のお知らせ

　日時：10/27(月)、28(火)、29(水)
対象者：夜勤勤務者(アルバイト職員も含む)
　　　　春の健康診断未実施者(産育休及び長期欠勤復帰者)
　　　　レントゲン(放射線)業務従事者及び補助者
　　　  5/1以降入職者
＜利用者様情報＞

中村　与一郎様～昨日､就労移行支援｢うみねこ幸房｣の体験利用を実施。状況を確認すると､｢少し緊張しましたけど､困った時は先輩に聞けました｣｢なんとか出来そうです｣等と笑顔で話している。しかし､多少疲労を感じているようで､｢ちょっと疲れちゃいました｣と苦笑いしている。仕事がない日は､気を抜いて休養する時間も必要であることを伝え､デイケア利用日はゆっくり過ごすことを勧める。目立つほどの緊張感等はなく､表情も柔らかで､落ち着いて過ごすことが出来ている。

五日市　規　様～本日､自ら来所しており､面談を実施。｢先週言われたことを､職員に直接聞きたい｣｢俺の勘違いだったのかな？｣｢自分がいない方が良いと思ってしまった｣等と職員へ話している。職員より､再度そのような話はしていないこと､むしろ利用をしていただきたいと考えていること等を説明すると､笑顔になり､｢それなら利用したい｣と納得している。主治医･｢青山荘｣職員へも情報提供を実施している。

中村　鶴子　様～本人より｢気になることがある｣との相談がある。これまでは気にならなかったこと（母に大きなカップでコーヒーを飲ませようとして注意されたこと等）が､突然今朝から気になるようになり､焦燥感を抱くようになってしまったと話している。｢最近､薬剤調整（減薬）をしているからかな？｣｢このまま､土日も同じ気持ちだと不安｣等と話しており､傾聴。症状が持続する場合は､月曜日に診察を受けられないか予約の相談を行うこと､リラックスできるような環境で過ごすこと等の対処方法を本人と検討している。外来看護師へも情報提供している。

津嶋　イチ子様～エアロビクス中に疲労感が見られていた為、休んでよいこと伝えると「はい」と返事をするが、そのまま参加しており、動きがとても小さい。ストレッチの際にふくらはぎの痛みを訴えて「歩けなくなった。休んで良いですか？」と話し、休んでいる。歩行に問題はない。昼食後に湿布を貼付しており、その後痛みの訴えはない。

＜外来情報＞

・大久保　律子様～本日定期の採血・尿検査実施している。尿検査は異常なし。

・駒木　洋士様～前回採血実施。結果異常所見無い事本人へ伝えている。点眼薬が残半分程度との事で本日念の為1本処方している。

・五日市　規様～デイケアスタッフと患者より「出て行けと言われたから行かない」「なんで帰って来たの？」等と言われたと本日の診察時も話ししている。もう少し時間を掛け、利用希望時に再度デイケアスタッフへ相談している事、デイケア利用しない間は青山荘の日課を行うよう説明している。

次回定期採血・尿検査実施予定。

・田名部　一樹様～「ＰＬは風邪をひいてからじゃないと貰えないですか？」「ＰＬは風邪の予防にはならないですか？」「抗体が付くわけではないですか？」等主治医へ質問している。予防にはならない事、抗体は付かない事、症状を緩和させる作用がある事説明している。

・赤石　陽介様～10/8、ハロマンス（100）1Ａ実施に伴い内服薬減薬としていたが、幻聴・

幻視・夜間の睡眠不安定さ訴え本日受診希望あり急遽受診。減薬した事

により上記症状が出現した可能性がある事説明し、リスペリドン・コン

トミン追加処方としている。

